
～　あなたとあなたの家族へ　～

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

命に関わる検診を忘れないで命に関わる検診を忘れないで

検診の種類 受診率 [％ ] 受診者 [ 人 ]
 精密検査の
 対象者 [ 人 ]

がんが見つか
った人 [ 人 ]

肺がん ９．０ １，０１６ ４７ ０

胃がん ２１．５ ２，４３１ ４２ １５

大腸がん ２１．６ ２，４３７ ２６１ ６

乳がん １９．１ １，２９２ １２２ ５

子宮がん １３．５ １，０８７ ５ １

特定健診 ２０．０ １，２０５

境港市は県平均と比べ、受診率が低い

（５～１０人に１人しか受けていません）

が

ん

検

診

の

受

診

を

　

平
成
23
年
の
１
年
間
に
市
内
で
、

１
３
４
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
死
因
別
で
は
、
33
％
が

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
65

歳
未
満
に
限
る
と
、
約
半
数
が
「
が

ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
境
港
市
の
が
ん
検
診
の

受
診
者
は
、
県
平
均
と
比
べ
、
低
い

傾
向
で
す
。

◎
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
理
由

　

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
が
ん
検
診

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
３
０
２
人

か
ら
回
答
）
の
結
果
、
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
第
１
位
】
約
60
％

　

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
か
ら

◇
主
な
理
由

・
今
の
と
こ
ろ
異
常
が
見
ら
れ
な
い

・
必
要
な
時
に
病
院
に
行
け
ば
い
い

【
第
２
位
】
約
26
％

　

不
安
が
あ
る
、
知
識
が
な
い

◇
主
な
理
由

・
悪
い
結
果
が
出
る
の
で
は
と
い
う

不
安
が
あ
る

・
検
査
時
期
・
方
法
が
分
か
ら
な
い

　

自
覚
症
状
が
出
た
時
は
、
が
ん
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
症
状
が
出
な
い
早
い
段

階
で
発
見
で
き
る
の
が
検
診
で
す
。

　

年
に
１
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

平成２３年度　各種がん検診・特定健診の受診結果（境港市）

平成２３年 死因別死亡率（境港市） 平成２３年 がん部位別死亡率（境港市）

３３%３３%

３９%３９%

その他その他
がんがん

心疾患心疾患
１５%１５%

脳血管脳血管

疾患疾患
１３%１３%

総数
４０９人

肺がん肺がん

胃がん胃がん

結腸結腸
がんがん

４９%４９%

その他その他
２６%２６%

１７%１７%

８%８%
総数
１３４人

市報さかいみなと　4



例）胃がん１年目（自己負担額は保険の種類に応じて１～３割）　

約 240
 万円

約 30 万円

がんの進行具合でこんなに違う医療費

早期がんに比べ
約８倍増加

（参考）がん治療費 .com

大腸がん検診は土日も受付中！

◎対　象　４０歳以上の市民

◎検診方法

　①子育て健康推進課に申し込む。

　②自宅に採便キットが届く。

　③採便する。

　④以下のところに提出する。

◎提出先

◇平　日　　　子育て健康推進課健康推進室

◇土・日曜日　市民会館事務室

　午前８時３０分～午後５時１５分

結核・肺がん検診

　検診日程は６ページに掲載しています。

乳がん検診

　８月、９月の検診日程は、次のとおりです。

◇８月２１日（水）保健相談センター

◇９月　３日（火）保健相談センター

◇９月１９日（木）保健相談センター

◇９月３０日（月）外江町（西灘）会館

　午後１時～４時で、予約が必要です。

　詳細は、市報７月号でご確認ください。

自分自身やあなたを必要とする人のためにがん検診を受診しましょう

進行期がんの場合

胃切除手術
　　＋
薬物療法
　　＋
入院２～３週間

早期がんの場合

日帰り内視鏡手術

発見が遅れると、手術や薬物療法による体の負担が増え、入院が長くな発見が遅れると、手術や薬物療法による体の負担が増え、入院が長くな

ります。あなたや家族の苦しみ、悲しみも大きくなります。ります。あなたや家族の苦しみ、悲しみも大きくなります。

◎早期発見することで、次のことにつながります。

　◇治る確率が上がる。

　◇治療期間が短くなる。

　◇経済的負担が軽くなる。

　◇体の負担が少なく、今の生活が維持できる。

5　平成２５年８月


